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作用機序に関する説明資料 

１．製品概要 

商品名 エスト リキッドサプリメント＋ 

機能性関与成分名 コーヒー豆由来クロロゲン酸類、ＧＡＢＡ 

表示しようとする

機能性 

本品にはコーヒー豆由来クロロゲン酸類とＧＡＢＡが含

まれます。コーヒー豆由来クロロゲン酸類は、気温や室

温が低い時などの冷えにより低下した血流（末梢血流）

を改善し、低下した皮膚温（末梢皮膚温）の回復を助け

る機能が報告されています。ＧＡＢＡは、睡眠の質（眠

りの深さ、すっきりとした目覚め）の改善に役立つ機能

と、肌の弾力を維持し、肌の健康を守るのを助ける機能

が報告されています。 

 

２．作用機序 

２－１．コーヒー豆由来クロロゲン酸類 

①低下した血流（末梢血流）の改善作用 

寒冷刺激を受けると皮膚温および皮膚血流（末梢血流）量は低下する。寒冷

刺激後には皮膚血流（末梢血流）量が増加するとともに皮膚温が上昇する。こ

の寒冷刺激後の皮膚血流（末梢血流）回復には、血管内皮細胞から分泌される

血管拡張因子の一酸化窒素（NO）による血管拡張が寄与することが報告されて

いる 1)。 

クロロゲン酸は植物に広く含まれるポリフェノールで、経口摂取することに

よって消化管から吸収され、その抗酸化作用によって血中の酸化ストレスを低

下させることが報告されている 2)、3)。抗酸化作用を持つコーヒー豆由来クロロ

ゲン酸類は、血管内皮細胞から分泌される NO の生物学的利用能を改善し、血

管の拡張を促進することが報告されている 4)、5)。 

以上のことから、コーヒー豆由来クロロゲン酸類を経口摂取することによ

り、寒冷刺激後の皮膚血流（末梢血流）回復時の NO の生物学的利用能を高め

て皮膚血流（末梢血流）回復を促進すると推測される。 

 

②低下した皮膚温（末梢皮膚温）の回復作用 

 コーヒー豆由来クロロゲン酸類の皮膚温の回復作用は、上記のメカニズムに

より血管が拡張し、皮膚血流（末梢血流）量が増加することで皮膚温（末梢皮

膚温）を改善させると推測される。 

 

以上のことから、コーヒー豆由来クロロゲン酸類は NO の生物学的利用能の

改善を作用機序として、低下した皮膚血流（末梢血流）および皮膚温（末梢皮
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膚温）の改善作用を有すると考えられる。 

 

２－２．ＧＡＢＡ 

①睡眠の質（眠りの深さ、すっきりとした目覚め）の改善作用 

睡眠は、浅い眠り（レム睡眠）のときほど交感神経が優位であり、逆に深い

眠り（ノンレム睡眠）のときには副交感神経が優位な状態とされている 6)、7)。

周波数パワースペクトル法を用いたヒト試験では、ノンレム睡眠時には副交感

神経の指標である HF/（LF/HF）が有意に高値を示し、睡眠は交感神経、副交

感神経から成る自律神経活動と密接な関係があることが報告されている 8)、9)。

また、ヒトがＧＡＢＡを摂取することで交感神経活動の抑制、副交感神経活動

の亢進が見られることが報告されている 10)、11)、12)。 

ＧＡＢＡによる睡眠改善は、ＧＡＢＡの摂取により自律神経バランスが交感

神経活動抑制・副交感神経活動亢進状態になることで、より深い眠りが得られ

やすい状態になったことによるものであると考えられる。また、その結果とし

てより良い睡眠が得られることで起床時の眠気が改善され、目覚めのすっきり

感が得られるものであると考えられる。同じく自律神経系を介した作用とし

て、以下の 2 つのメカニズムも提唱されている。 

[1] ストレスが睡眠に様々な形で影響することは広く知られており、ストレス

が原因で入眠困難や中途覚醒などの睡眠問題が起こり、睡眠の質が低下す

ることが指摘されている 13)。ＧＡＢＡは、経口摂取することでストレスを

緩和する効果があるが、ＧＡＢＡの摂取が睡眠問題の原因となるストレス

を緩和することで睡眠の質が改善するというメカニズムが提唱されている
14)。 

[2] 体温と睡眠には密接な関連性が認められており、約 90％の人が深部体温の

低下が起こってから数時間以内に入眠していることが報告されている 15)。

ＧＡＢＡを摂取することで深部体温が速やかに低下することが報告されて

おり、ＧＡＢＡが自律神経系のコントロール下にある体温調節機構に働き

かけ、深部体温の速やかな低下を促進することで入眠を促すというメカニ

ズムが提唱されている 16)。 

以上に示すような自律神経を介した作用により、ＧＡＢＡは睡眠の質（眠りの

深さ、すっきりとした目覚め）を改善する機能があると考えられる。 

 

②肌の弾力を維持し、肌の健康を守るのを助ける作用 

ＧＡＢＡには、ストレス緩和や睡眠の質改善、血圧降下作用などの機能があ

ることが報告されている。これらの作用は、ＧＡＢＡが末梢神経において、交

感神経系を抑制することが関与していると考えられる 17)。ストレスは肌の状態

を左右する因子であることが経験的に知られており、ストレスの多い看護師を

対象としたストレスと肌荒れに関する調査研究においては、ハリやニキビ、吹
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き出ものは年齢やストレスと関係があり、赤み・湿疹・かぶれはストレスと関

係していることが示されている 18)。また、睡眠不足が肌に悪影響を与えること

もよく知られている。成長ホルモンが分泌される深い睡眠は、肌のターンオー

バーにとって重要な時間である。就寝前にＧＡＢＡを摂取した場合に、成長ホ

ルモンが多く分泌される深いノンレム睡眠（ステージ 3）の時間が向上するこ

とが報告されている 19)。これら間接的な作用機序だけでなく、正常ヒト真皮線

維芽細胞において、ＧＡＢＡが肌の弾力に関係するコラーゲンの産生やエラス

チンの産生を促進することが報告されている 20)、21)。 

以上に示すようにＧＡＢＡは、自律神経系への関与や睡眠の質改善（間接的

作用）、皮膚の真皮構成成分であるコラーゲンやエラスチンの産生促進など

（直接的作用）により、肌の弾力を維持し、肌の健康を守るのを助ける機能が

あると考えられる。 
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